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2章、第 3章、第 6章、第 9章）にも関わらず、いずれの研究においても、自衛隊と旧軍
との間の連続性、軍事組織としての閉鎖性ならびに暴力性について論及されていない点で
ある。すなわち、田中が序章で触れている「国家暴力装置」としての軍隊の側面について
踏み込んだ考察を読んでみたいと思った。自衛隊が「普通の軍隊」の役割を担っていくと
いうことは、その暴力的な側面が表面化・先鋭化するということでもある。こうした一面
にアプローチするための歴史的・文化的研究を充実させていただければ、と希望する。さ
らに、軍隊の文化人類学的研究においては、災害救援活動、軍事訓練、企業等の体験入隊
など、参与観察にもとづく多面的なフィールド展開も求められよう。
　自衛隊に関する論考の中には、調査時期に偏りがあり、近年の安全保障環境の急激な変
化に必ずしも対応できていない記述が散見された。10年から 20年前の調査結果にもとづ
く現状分析に現実からの乖離を感じる部分もあったが、逆にいえば、この 10年の日本社
会の変化がいかに大きかったかということでもある。
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　また、本書において沖縄を直接に扱った論考が少ない点（第 4章と第 5章のみ）も惜し
まれた。在日米軍についても、第 15章のエイムズ論文が扱っているのみであり、沖縄や
日本「本土」における米軍のプレゼンスがもたらす諸問題に対して、実際のフィールド調
査に即してアプローチする研究があれば、より充実した内容になったのではないだろう
か。
　本書に収められた研究を通して、私たちは、軍隊という「他者」が異文化でもあり、自
文化でもあることに気づかされる。田中が序章で述べている「縮図モデル」と「特殊モデ
ル」という対比的な軍隊の見方と重なるであろうが、軍隊社会や軍隊文化はあくまでもそ
れを必要とする当該の実社会のエッセンスである。軍隊の文化人類学的研究の要諦とは、
まさに「彼ら」について知ることを通して、「私たち」について知ることにあるのだろう。
